


　皆さまには、日頃から造幣局製品をご愛顧いただき、誠にありがとうございます。

　造幣局は４月上旬に、大阪本局では「桜の通り抜け」を、さいたま支局では「桜のさん
ぽ道」を、広島支局では「花のまわりみち」を開催しました。大阪の春の風物詩と言わ
れる「桜の通り抜け」をはじめ、今年も多くの皆さまにご来場いただき、大きな事故なく
お楽しみいただけたことに、この場をお借りして感謝を申し上げます。

　さて、本年度におきましては、金属工芸品では、前年度に皆さまから大変ご好評をい
ただきました「純金メダルコレクション」を、テーマを変えて、引き続き、造幣局オンライ
ンショップで販売いたします。記念貨幣においては、「国立公園制度１００周年記念貨
幣」を、国立公園ごとの図柄により、本年から令和１３年までに年間５公園程度販売す
ることとしております。また、「２０２５年日本国際博覧会記念貨幣」については、大阪・
関西万博開催を記念する貨幣が３回に分けて発行されることとなっており、今回、その
第三次発行分として、五百円貨幣、千円貨幣及び一万円貨幣が予定されておりますため、
ご期待いただければ幸甚でございます。

　造幣局では、令和３年に創業１５０年を迎え、次の時代への新たな一歩を踏み出すた
め、令和５年３月に「造幣局の組織理念」を制定いたしました。これにあわせまして、貨
幣需要の減少、SDGｓ等の社会情勢の変化を踏まえ、既存事業の発展に向けての改革、
新たな成長に向けての改革を実行し、「持続可能で豊かな社会づくり」への貢献を目指
すべく、１０年後の造幣局のあるべき姿を示す「長期ビジョン」の作成を進めております。

　これからも、国内外の様々なニーズに応え、造幣局が有する技術やデザイン力の粋を
集めた製品づくりに取り組んでまいります。引き続き、ご愛顧を賜りますよう、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

ミントクラブ第89号の発刊にあたって

令和６年６月 
独立行政法人造幣局

理事長 後 藤　健 二

ミントクラブは、貨幣及び金属工芸品等の
各種情報をお知らせする目的で、季刊でお
届けしております。今後とも本誌をご愛読
いただきますよう、お願い申し上げます。

※大時計：明治９年(1876年)６月に造幣局の
工作方技師大野規周が製作したもので、当時
の工場の正面に取り付けられ、 定刻に鐘を鳴
らし、局内に時刻を知らせていました。
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　造幣局大阪本局において、昨年に引き続き、事前申込制にて「桜の通り抜け」を開催
し、約18.3万人の方にお越しいただきました。「今年の花」は、昨年の桜の通り抜けにご
来場いただいた方からの投票により決定された「大

おお

手
て

毬
まり

」でした。

　造幣局さいたま支局では、「桜のさんぽ道」を開催いたしました。過去最高の約1.1万人
の方にご来場いただき、「雨

う

情
じょう

枝
し

垂
だれ

」や「鬱
う

金
こん

」といった品種の桜をご覧いただきました。

令和6年 桜の通り抜け 令和6年 桜のさんぽ道
＜造幣局大阪本局＞ ＜造幣局さいたま支局＞

令和6年の「今年の花」 大手毬 令和7年の「今年の花」 蘭蘭

【桜の通り抜け　開催期間：４月５日（金曜日）～４月１１日（木曜日）】 【桜のさんぽ道　開催期間：４月５日（金曜日）～４月１２日（金曜日）】

令和7年の「今年の花」として、投票の結果、
第1位に「蘭

らん

蘭
らん

」が選ばれました。「蘭蘭」
は、来年の桜の通り抜けの各種製品等の
デザインに使用していきます。

開
催

開
催

雨情枝垂

鬱金
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　造幣局広島支局では、「花のまわりみち」を開催いたしました。「今年の花」は、
「紅

べに

手
て

毬
まり

」で、約2.9万人の方にご来場いただき、桜を楽しんでいただきました。

令和6年 花のまわりみち
＜造幣局広島支局＞

【花のまわりみち　開催期間：４月５日（金曜日）～４月１１日（木曜日）】

開
催

紅手毬
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